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「
聴
く
」
と
い
う
こ
と

《
恵
み
に
生
か
さ
れ
て
》

 

司
祭 

中 

川 

英 

樹

　
こ
の
７
月
ま
で
、
私
は
滝
乃
川
学
園
の
交

わ
り
の
中
に
居
ま
し
た
。

　
滝
乃
川
学
園
を
利
用
す
る
人
た
ち
の
多
く

は
、そ
の
想
い
の
表
し
方
、表
れ
方
が
な
か
な

か
社
会
に
は
理
解
さ
れ
難
く
、
受
け
容
れ
ら

れ
な
い
で
い
ま
す
。そ
の
た
め
に
、社
会
と
上

手
に「
折
り
合
っ
て
」生
き
て
い
く
こ
と
に
困

難
を
覚
え
て
い
ま
す
。

こ
の
現
実
が
、
こ
こ
に

暮
ら
す
人
た
ち
が
負
わ

さ
れ
て
い
る
「
ハ
ン

デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
」
そ
の

も
の
だ
と
い
え
ま
す
。

　
こ
の
人
た
ち
の
想
い
を
理
解
す
る
た
め

に
、言
葉
を
介
さ
な
い
で
、目
の
前
に
起
こ
る

様
々
な
行
為
の
細
部
か
ら
、
感
情
の
動
き
を

き
ち
ん
と
読
み
取
る
こ
と
の
で
き
る
力
が
欲

し
い
と
幾
度
と
な
く
願
い
ま
し
た
。
そ
し

て
、交
わ
り
の
日
を
重
ね
る
中
で
、あ
る
時
、

そ
の
想
い
が「
身
体
に
届
く
」
、「
身
体
に
聴
こ

え
る
」と
い
う
経
験
を
し
ま
す
。

　
そ
れ
は
言
葉
で
は
な
い
け
れ
ど
、し
っ
か
り
聴

く
こ
と
の
で
き
る
も
の
で
、
間
違
え
な
く
、
想
い

が
語
ら
れ
、
表
現
さ
れ
て
い
る
も
の
で
し
た
。
ほ

ん
の
少
し
だ
け
、こ
の
人
た
ち
の
事
を
聴
く
こ
と

が
で
き
た
よ
う
に
思
え
た
の
で
し
た
。
け
れ
ど

も
、
そ
れ
は
、
自
分
が
こ
れ
ま
で
如
何
に
聴
い
て

来
な
か
っ
た
か
を
知
る
と
き
で

も
あ
り
ま
し
た
。「
折
り
合
え
な

い
」
で
い
た
の
は
、
こ
の
人
た
ち

な
の
で
は
な
く
、
聴
い
て
来
な

か
っ
た
私
の
方
で
あ
っ
た
こ
と

に
気
づ
き
ま
す
。
　

　
こ
の
時
か
ら
、関
わ
り
方
が
大
き
く
変
わ
り
始

め
ま
し
た
。「
聴
く
こ
と
」の
大
切
さ
を
滝
乃
川
学

園
の
人
た
ち
は
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。そ
し
て
、

本
気
で
身
体
が
聴
く
こ
と
が
で
き
た
と
き
、そ
こ

こ
そ
が
新
し
い
自
分
が
創
ら
れ
て
い
く
場
に
な
る

の
だ
と
信
じ
ま
す
。

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
三
光
教
会
副
牧
師
）
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　７（日）降臨節第２主日

主教巡回　

東京聖マリア教会

　９（火）銀座朝祷会

常置委員会

ＩＴ～特別委員会

人権委：日の丸・君が代

１０（水）エルサレム教区協働委員会

１１（木）財政委員会

月島～特別委員会

１２（金）外濠Ｇ牧師協議会　（諸聖徒）

多摩Ｇ牧師協議会（八王子）

広報委員会

１４（日）降臨節第３主日

主教巡回　聖マルコ教会

合同堅信式（主教座）

１５（月）信仰と生活委員会

１７（水）教役者逝去者記念聖餐式

正義と平和協議会運営委員会

１８（木）教財務サービス・ＨＰ小の合

同委員会

12
月
の
代
祷
・
信
施
奉
献
先

▽
聖
書
の
主
日
（
降
臨
節
第
２
主
日

12
月
７
日
）
▽
野
宿
生
活
者
支
援
の

た
め
▽
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
▽
部
落
解

放
キ
リ
ス
ト
者
運
動
の
た
め

◇
堅
信
受
領

11
月
30
日 

 
 

目
白
聖
公
会

▽
五
十
嵐
ベ
ン
ダ
ホ
ー
フ
弘
子
▽

山
田
在
姫
▽
山
田
優
樹
▽
高
橋
昇

（
目
白
）

　
▽
銀
座
朝
祷
会
　
＊
12
月
９
日

(

火)

７
時
半
　
＊
23
日
（
火
・
休
）

７
時
半
＝
お
話
・
佐
々
木
庸
司
祭
。

会
場
等
の
照
会
先
℡
０
４
２
（
７
９

６
）
１
４
９
８
・
世
話
人
。

　
▽
西
新
の
会
　
＊
９
日
（
火
）
19

時
半
・
聖
餐
式
・
担
当=

高
橋
顕
司

祭
　
＊
16
日(

火)

10
時
半
・
日
程

変
更
・
聖
書
の
学
び
・
担
当
＝
河
野

裕
道
司
祭
。
会
場
等
の
照
会
は
目

今週・来週 の 予 定

  １２月７日～２０日

白
聖
公
会
宛
、
℡
03
（
３
９
５
１
）

５
０
１
０
。

　
▽
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
・
オ
ル
ガ
ン
コ

ン
サ
ー
ト
　
＊
聖
パ
ウ
ロ
＝
12
日

（
金
）
12
時
20
分
、
浅
尾
直
子
　
＊
聖

テ
モ
テ
＝
16
日
（
火
）
12
時
30
分
、

松
原
千
春
　
＊
神
田
キ
リ
ス
ト
＝
17

日
（
水
）
12
時
20
分
、
和
田
純
子
（
各

30
分
程
度
・
入
場
無
料
）

　
▽
教
区
・
日
曜
学
校
ス
タ
ッ
フ

連
絡
会
　
　「
こ
ど
も
に
ゅ
ー
す
」

ク
リ
ス
マ
ス
号
を
発
行
し
、
各
教

会
・
日
曜
学
校
へ
配
布
し
た
。

　【
小
紙
特
集
版
・
付
録
発
行
予
定
】

　《
秋
の
教
区
会
植
田
主
教
開
会
演

説
》
＝
７
日
。
　《
ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝

案
内
一
覧
》＝
14
日（「
教
区
Ｈ
Ｐ
」

で
は
12
日
に
ア
ッ
プ
を
予
定
）。

　
《掲
載
記
事
の
転
用
可
（事
前
連
絡
要
）》
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【
教
区
会
２
】09
年
度
教
区
予
算

　
審
議
議
案
（
５
件
）
で
、「
09
年
度
教

区
収
支
予
算
案
承
認
の
件
」が
常
置
委

員
会
よ
り
提
出
さ
れ
た（
内
容
説
明
は

財
政
委
員
長
）。

　
総
予
算
額
は
経
費
増
を
見
越
し
て
３

億
３
千
６
百
万
円
を
超
え
、08
年
比
７

百
62
万
円
強
の
増
（
２
％
強
）
と
な
っ

た
。総
収
入
の
う
ち
85
％
近
く
を
占
め

る
教
区
費
分
担
金
を
08
年
度
と
同
額
に

抑
え
る
分
、「
牧
会
資
金
取
崩
し
」で
充

て
る
対
応
案
で
、取
崩
し
額
は
前
年
度

比
９
％
増
、
総
額
１
千
３
百
64
万
円

強
。経
費
減
へ
向
け
た
方
策
を
含
め
質

疑
・
意
見
が
交
わ
さ
れ
た
が
、
議
案
通

り
可
決
さ
れ
た
。教
区
分
担
金
総
額
は

昨
年
と
同
額
な
が
ら
各
教
会
・
礼
拝
堂

に
あ
っ
て
は
、算
出
デ
ー
タ
の
変
動
に

伴
っ
て
多
少
の
増
減
が
出
て
い
る
の
は

例
年
の
通
り
。

　
な
お
、別
途
議
案
審
議
で
、「
伝
道
牧

会
資
金
」
に
特
別
会
計「
無
給
教
役
者

積
立
金
」か
ら
２
千
万
円
を
取
り
崩
し

繰
り
入
れ
る
、「
充
実
策
」が
承
認
さ
れ

た（
財
政
委
員
会
提
出
案
）。

正
義
と
平
和
協
議
会
運
営

委
員
会
報
告
　  

　
　（
11
月
19
日
）

＊
「
日
の
丸
・
君
が
代
」
強
制
問
題
に

取
り
組
む
会
の
活
動
報
告（
豊
島
区
教

育
委
員
会
訪
問
、
教
区
会
議
案「
声
明

文
」
採
択
に
つ
い
て
意
見
交
換
、
採
択

の
た
め
の「
祈
り
の
会
」開
催
な
ど
）。

＊
定
例
懇
談
会
（
10
月
15
日
）
の
報
告

（
諸
活
動
情
報
交
換
、
聖
書
学
習
）。
＊

次
回
協
議
会
の
開
催
企
画（
09
年
１
月

10
日
・
土
・
14
時
～
17
時
・
教
区
会

舘
）。前
半
で
講
演
会（
講
師
＝
き
ぼ
う

の
い
え
施
設
長
・
山
本
雅
基
）
を
、
後

半
の
協
議
会
で
は
新
運
営
委
員
の
選
出

な
ど
の
議
案
を
予
定
）。＊
そ
の
他
。

《
今
、
こ
の
教
会
で
は
…
》

　
　
　
　
　
東
京
聖
マ
ル
チ
ン
教
会

　
板
橋
区
徳
丸
１
丁
目
に
あ
る
私
達

の
教
会
は
、
昭
和
34
年
成
増
伝
道
所

と
し
て
旭
幼
稚
園
の
一
室
で
第
１
回

の
礼
拝
を
開
始
し
て
、
来
年
礼
拝
開

始
50
周
年
を
迎
え
ま
す
。
礼
拝
堂
を

持
つ
よ
り
前
に
「
湯
の
丸
高
原
聖
マ

ル
チ
ン
青
少
年
研
修
寮
」
現
在
の

シ
ャ
ロ
ー
ム
ロ
ッ
ジ
を
昭
和
47
年
に

完
成
し
シ
ャ
ロ
ー
ム
会
を
設
立
し
ま

し
た
。そ
の
後
昭
和
52
年
に
、現
在
の

地
に
礼
拝
堂
を
完
成
し
借
間
礼
拝
堂

時
代
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
そ
れ
か

ら
30
余
年
の
時
を
刻
み
、
伝
道
所
時

代
の
熱
い
想
い
の
青
年
達
も
壮
年
達

と
な
り
ま
し
た
。
少
し
傷
ん
で
来
た

礼
拝
堂
の
改
修
を
考
え
つ
つ
、
次
世

代
と
手
を
繋
ぐ
時
を
温
い
想
い
と
共

に
迎
え
て
い
ま
す
。
　(

根
岸
惠
子)
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【
学
び
と
働
き
か
ら
】
93

「
聖
公
会
神
学
院
人
権
問
題
調
査
チ
ー

ム
報
告
書
」
～
常
置
委
員
会
見
解

　
11
月
15
日
に
「
学
び
の
会
」
を
開

き
、常
置
委
員
会
が「
調
査
報
告
書
」

を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
た
か
、
そ

の
見
解
を
「
常
置
委
員
会
の
共
通
理

解
」
と
し
て
発
表
し
ま
し
た
。
内
容

は
、
①
聖
職
養
成
に
お
け
る
東
京
教

区
の
組
織
と
し
て
の
課
題
②
聖
職
の

あ
り
方
そ
の
も
の
が
本
質
的
に
問
わ

れ
た
出
来
事
で
あ
る
と
の
認
識
③
調

査
チ
ー
ム
を
設
置
し
事
実
調
査
と
認

定
を
依
頼
し
た
経
緯
と
立
場
④
「
調

査
報
告
書
」
を
評
価
し
重
大
に
受
け

止
め
た
こ
と
⑤
一
方
の
当
事
者
で
あ

る
元
教
員
・
校
長
そ
れ
ぞ
れ
の
責
任

の
内
容
と
重
大
さ
の
指
摘
⑥
常
置
委

員
会
の
対
応
の
遅
れ
の
原
因
と
そ
の

た
め
更
に
深
い
傷
を
負
う
こ
と
に

な
っ
た
元
神
学
生
の
方
々
へ
の
お
詫

び
⑦
両
司
祭
の
い
く
つ
か
の
人
事
に

関
し
て
混
乱
と
不
信
を
招
い
た
こ
と

の
反
省
と
教
区
の
方
々
へ
の
お
詫
び

⑧
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
記

し
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
植
田
主
教
か
ら
は
教
区

主
教
と
し
て
の
責
任
に
つ
い
て
の
表

明
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
質
疑
・

意
見
交
換
が
あ
り
、そ
の
中
で
、両
司

祭
か
ら
は
、
研
修
の
期
間
を
経
た
現

在
の
心
境
に
つ
い
て
、
責
任
の
表
明

と
課
題
に
取
り
組
む
決
意
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
各
教
会
で
報
告
の
た
め
正
式

の
報
告
が
ほ
し
い
と
の
要
望
が
あ
っ

た
の
で
、
24
日
の
教
区
会
で
は
、「
常

置
委
員
会
の
見
解
～
概
要
」
を
配
布

し
、
限
ら
れ
た
時
間
で
し
た
が
再

度
、
質
疑
と
意
見
を
交
わ
す
機
会
を

持
ち
ま
し
た
。

　
両
日
と
も
、「
調
査
報
告
書
」
に
対

し
て
疑
義
、
ま
た
受
け
入
れ
ら
れ
な

い
と
の
発
言
が
、
特
に
元
フ
ァ
カ
ル

テ
ィ
関
係
者
か
ら
あ
っ
た
こ
と
は
、

提
起
さ
れ
た
問
題
が
未
だ
課
題
と
し

て
共
有
化
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
表

し
て
お
り
、
残
念
な
こ
と
で
す
。「
調

査
報
告
書
」に
は
、日
時
等
の
訂
正
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
誤
謬
が
あ
っ
た

り
、
そ
の
ま
ま
鵜
呑
み
に
は
で
き
な

い
表
現
も
あ
り
ま
す
。し
か
し
、そ
の

こ
と
に
こ
だ
わ
っ
て
、
指
摘
さ
れ
た

問
題
の
本
質
を
見
誤
っ
て
は
な
ら
な

い
し
、
ま
し
て
や
、「
自
尊
意
識
を
傷

つ
け
、
言
い
知
れ
ぬ
苦
痛
と
痛
み
を

与
え
」
た
事
実
（
神
学
院
教
授
会
『
謝

罪
の
表
明
』）
を
抹
殺
し
た
り
、
些
細

な
こ
と
で
あ
る
か
の
よ
う
に
取
り
扱

う
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
元
神
学
生
の
方
々
が
自
ら
の
尊
厳

を
深
く
傷
つ
け
ら
れ
、今
な
お
そ
の

痛
み
が
癒
さ
れ
な
い
ま
ま
で
い
る
事

実
か
ら
出
発
し
て
、こ
の
問
題
を
東

京
教
区
の
聖
職
一
人
一
人
の
課
題
と

し
て
受
け
止
め
、学
び
を
深
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
同
時

に
、当
事
者
同
士
が
最
終
的
に
は
和

解
に
至
る
よ
う
常
置
委
員
会
と
し
て

の
努
力
を
祈
り
の
中
で
続
け
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
常
置
委
員
　
司
祭
　
山 

口 

千 

寿


